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問題と目的
　樹木画法は臨床現場で最も多く活用されている心理













谷 ・ 津田 ・ 山下 ・ 村澤，1985；佐藤 ・ 鈴木，2009など）。
　 1 枚目、 2 枚目の樹木画に表れやすい人格の側面と






反応」と捉え、Castilla（199４）は 1 枚目は「社会的 ・
職業的態度」、2 枚目は「内的自己像」を表すと述べて







































































２ ．調査時期：201４年 7 月～ 9 月
３ ．調査内容


























１ ． １ 枚目と ２ 枚目の樹木画の印象の比較
















に有意差は見られなかったものの、 1 枚目よりも 2 枚
目の方が「大きい」、「不安定な」と評定されていた。






方が 2 枚目よりも SD 法の左辺に寄っており、正の値
 27
佐藤：樹木画２枚施行法における主観的印象の検討

















３ ． ２ 枚の樹木画の印象評定の変化が特徴的な事例
　各因子の印象評定変化値の最小値、最大値をとった
事例（図 1 ～ 5 ）を以下に示す。なお、エネルギー感
因子で最小値であった事例は、コントロール感因子で
も最小値をとった。図 1 はエネルギー感因子得点が 1
枚目は19点、 2 枚目は89点であり、コントロール感因
子得点が 1 枚目は 5 点、 2 枚目は３３点であった事例で
ある。また、図 2 はエネルギー感因子得点が 1 枚目は
86点、 2 枚目は21点であった事例である。この二事例
は 1 枚目と 2 枚目のエネルギー感因子得点の変化が大
きかった。図 ３ は成熟度因子得点が 1 枚目は1４点、 2
枚目は４0点であり、図 ４ は成熟度因子得点が 1 枚目は
４6点、 2 枚目は22点で、この二事例は成熟度得点の変
化が大きかった事例である。図 5 の事例はコントロー
表 １ 　 １ 枚目と ２ 枚目の樹木画の印象の比較
1 枚目 2 枚目 t 検定
結果平均 SD 平均 SD
エネルギー感
貧困な－豊かな ４.7３ 1.8４ ４.58 1.95
弱々しい－力強い ４.81 1.6３ ４.66 1.80
頼りない－しっかりした ４.71 1.80 ４.78 1.90
空虚な－充実した ４.３0 1.85 ４.３1 1.81
小さい－大きい ４.４9 2.1３ 5.2３ 1.65 **
委縮した－のびのびした ４.85 1.77 ４.89 1.75
勢いのない－勢いのある ４.３7 1.80 ４.62 1.75
閉鎖的な－開放的な ４.85 1.58 ４.71 1.68
貧弱な－堂々とした ４.88 1.68 ４.88 1.76
不安定な－安定した 5.02 1.5４ ４.51 1.79 *
さびしい－にぎやかな ３.81 1.8４ ３.61 1.95
生き生きとしていない－生き生きとした ４.３6 1.8３ ４.27 1.79




単純な－複雑な 2.55 1.60 ３.３1 2.07 **
荒い－細かい 2.6４ 1.56 ３.３8 1.66 **
ずぼらな－几帳面な 2.9４ 1.３9 ３.05 1.４6
非現実的な－現実的な ３.92 1.88 ３.81 1.87
幼稚な－幼稚でない 2.9４ 1.68 ３.４2 1.69 *
未熟な－成熟した ３.92 1.87 ３.90 1.89
平面的な－立体的な 2.87 1.81 2.99 1.76
イラスト的な－写実的な 2.57 1.6４ 2.90 1.7３
コントロール感まがった－まっすぐな 5.４8 1.5４ ４.96 1.79 *
いびつな－整った ４.7４ 1.88 ４.05 1.92 *
まとまりのない－まとまりのある 5.1４ 1.7４ ４.51 1.76 **
バランスの悪い－バランスの良い ４.7３ 1.7４ ４.68 1.6４
なめらかでない－なめらかな ４.４４ 1.77 ４.08 1.87
エネルギー感因子 ４.50 1.３1 ４.４8 1.４1
成熟度因子 ３.05 1.01 ３.３5 1.16 *
コントロール感因子 ４.90 1.３9 ４.４6 1.４0 *
*p<.05,**p<.01
表 ２ 　 ２ 枚の樹木画の印象評定変化値の記述統計
平均 SD 最小値 最大値
エネルギー感
貧困な－豊かな －.1４ 2.４３ －6 5
弱々しい－力強い －.1４ 2.1４ －5 5
頼りない－しっかりした .07 2.４1 －6 6
空虚な－充実した .01 2.27 －6 5
小さい－大きい .7４ 2.４9 －5 6
委縮した－のびのびした .05 2.08 －6 6
勢いのない－勢いのある .25 2.12 －5 6
閉鎖的な－開放的な －.1３ 2.17 －6 6
貧弱な－堂々とした .00 2.22 －5 6
不安定な－安定した －.51 2.３6 －6 6
さびしい－にぎやかな －.20 2.6３ －6 6
生き生きとしていない－生き生きとした －.08 2.16 －5 6




単純な－複雑な .76 2.58 －6 6
荒い－細かい .76 1.8３ －5 6
ずぼらな－几帳面な .11 1.6４ －5 ４
非現実的な－現実的な －.11 2.３４ －6 6
幼稚な－幼稚でない .４8 2.10 －6 5
未熟な－成熟した －.01 2.16 －6 6
平面的な－立体的な .12 1.65 －6 ４
イラスト的な－写実的な .３３ 1.97 －6 6
コントロール感まがった－まっすぐな －.52 2.1３ －6 6
いびつな－整った －.69 2.４2 －6 6
まとまりのない－まとまりのある －.6３ 2.0３ －6 6
バランスの悪い－バランスの良い －.05 2.09 －5 6
なめらかでない－なめらかな －.３6 2.４0 －6 5
エネルギー感因子 .01 1.66 －5.00 5.３8
成熟度因子 .３0 1.06 －３.00 ３.25
コントロール感因子 －.４2 1.70 －5.４0 5.４0
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ル感因子得点が 1 枚目は３３点、2 枚目は 6 点であった。
　また、各項目の印象評定変化値が 0 であった個数を
算出し、その数が最も多かった事例（図 6 ）を以下に






１ ． １ 枚目と ２ 枚目の樹木画の印象の比較


















（左が 1 枚目，右が 2 枚目）





貧困な－豊かな 29 28 27
弱々しい－力強い ３0 27 26
頼りない－しっかりした 2３ 26 ３３
空虚な－充実した 22 ３0 ３2
小さい－大きい 2３ 2３ ３8 †
委縮した－のびのびした 26 ３5 2３
勢いのない－勢いのある 25 29 ３0
閉鎖的な－開放的な 28 ３5 21
貧弱な－堂々とした ３0 26 27
不安定な－安定した ４0 2３ 21 *
さびしい－にぎやかな 29 25 ３0
生き生きとしていない－生き生きとした 29 28 27




単純な－複雑な 15 ３0 ３9 **
荒い－細かい 16 28 ４0 **
ずぼらな－几帳面な 25 ３6 2３
非現実的な－現実的な 29 21 ３３
幼稚な－幼稚でない 18 ３0 ３6 *
未熟な－成熟した 28 26 ３0
平面的な－立体的な 19 ３9 26 *
イラスト的な－写実的な 1４ ４0 ３0 **
コントロール感まがった－まっすぐな ３0 ３6 18 *
いびつな－整った ３8 25 21 †
まとまりのない－まとまりのある ４３ 29 12 **
バランスの悪い－バランスの良い 29 26 29





（左が 1 枚目，右が 2 枚目）
図 ３ 　成熟度因子の印象評定変化値が最小値だった事例











２ ． ２ 枚の樹木画の印象の変化





（左が 1 枚目，右が 2 枚目）
図 ５ 　コントロール感因子の印象評定変化値が最大値だった事例









図 2 の樹木画を比較すると、 2 枚に共通する特徴とし
てエネルギー感が高いと評価した樹木画の方が、幹が
太く、分化した枝が多数描かれていることがあげられ







































また、図 1 は 1 枚目の樹木の幹が歪み、右側のみ樹冠











度合い」を表すと述べているが、図 1 と図 5 の描画は




　本研究の目的は、樹木画 2 枚施行法の 1 枚目と 2 枚
目の印象評定の比較から、それぞれの樹木画が表現し
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　本研究の目的は、S-D 法による印象評定を用いて、樹木画 2 枚施行法の解釈仮説の妥当性の検討を行
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